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昨 年 の 山 口 市 成 人 式 の 様 子 （ 5 月 4 日 ）

昨 年 の 美 祢 市 成 人 式 の 様 子 （ 5 月 2 日 ）

　
１ 月

1 0日 （ 月 ・ 祝 ） の

「 成 人 の 日 」 前 日 の ９ 日（ 日 ） に 、 ① 山 口 市 と ②美 祢 市 で 、 そ れ ぞ れ 成 人式 が 行 わ れ る 。　
今 年 成 人 す る の は 、 ２

０ ０ １ （ 平 成

1 3） 年 ４ 月

２ 日 か ら

0 2（ 平 成

1 4） 年

４ 月 １ 日 に 生 ま れ た 人で 、 ① は 住 民 基 本 台 帳 に登 録 さ れ て い る ２ ０ ６ ２人 （

2 1年

1 1月 １ 日 時 点 ）

が 対 象 。 当 日 は 約 １ ５ ００ 人 の 参 加 が 見 込 ま れ てい る 。 ② の 住 民 基 本 台 帳に 登 録 さ れ て い る の は ２３ １ 人 （

2 1年 ５ 月

3 1日 時

点 ） で 、 約 １ ５ ０ 人 が 参加 す る 予 定 と い う 。 両 市と も 感 染 予 防 対 策 を 講 じ

た 上 で の 開 催 で 、 新 成 人は マ ス ク を 着 用 。 検 温 、消 毒 し て 会 場 に 入 り 、 間隔 を 空 け て 着 席 す る 。　 「 山 口 市 成 人 式 」 は 、山 口 市 民 会 館 （ 同 市 中 央２ ） で 「 密 を 避 け る ため 」 に 二 部 制 で 行 わ れ 、介 助 な ど が 必 要 な 場 合 を除 い て 、 保 護 者 ら の 入 場は で き な い 。 第 一 部 が 午前

1 1時 か ら で 、 湯 田 、 吉

敷 、 大 歳 、 陶 、 鋳 銭 司 、名 田 島 、 二 島 、 嘉 川 、 佐山 、 小 郡 、 秋 穂 、 阿 知 須の

1 2地 域 が 対 象 。 午 後 ３

時 か ら の 第 二 部 は 、 大殿 、 白 石 、 仁 保 、 小 鯖 、大 内 、 宮 野 、 平 川 、 徳地 、 阿 東 の ９ 地 域 が 対 象

で は 田 中 力 さ ん （ 小 鯖 ）が 「 二 十 歳 の 誓 い 」 を 宣言 す る 。　
一 昨 年 ま で に 実 施 さ れ

て い た 地 域 ご と の 集 合 写真 撮 影 や 、 開 式 前 に 行 われ る ア ト ラ ク シ ョ ン は 中止 さ れ 、 昨 年 同 様 オ ン ラ

う 、 式 典 の 様 子 は動 画 投 稿 サ イ ト ・ユ ー チ ュ ー ブ で 配信 さ れ る

（ ア ー カ

イ ブ 配 信 は １ 週 間程 度 ）

。

　
一 方 、  「 美 祢 市

成 人 式 」 は 、 美 祢市 民 会 館 （ 美 祢 市大 嶺 町 東 分 ） で 午前

1 0時 か ら 開 か れ

イ ン で の 参 加 も で き る よる 。 同 伴 で き る の は 、 新

成 人 １ 人 に つ き ２ 人 まで 。 式 典 で は 、 篠 田 洋 司市 長 の 式 辞 、 来 賓 祝 辞 に続 い て 、 長 田 都 希 さ ん（ 美 祢 市 大 嶺 ） が 「 新 成人 代 表 挨 拶 」 を す る 。

1 0

時

4 0分 か ら 、 秋 芳 、 美

東 、 大 嶺 、 伊 佐 ・ 豊 田前 ・ 於 福 ・ 厚 保 の ４ 地 域に 分 か れ 、 記 念 写 真 撮 影を す る 。

だ 。

　

　
記 念 式 典 で

は 、 国 歌 静聴 、 伊 藤 和 貴市 長 の 式 辞 、来 賓 祝 辞 、 祝電 披 露 な ど に続 い て 、 新 成人 を 代 表 し て第 一 部 で は 廣部 碧 さ ん （ 小郡 ）  、 第 二 部

感 染 対 策 講 じ て 開 催
山 口 市  ・  美 祢 市 で 成 人 式９ 日



2 0 2 2 年 （ 令 和 ４ 年 ） １ 月 ３ 日 ㈪ 　 ２ サ ン デ ー 山 口

贈 呈 式 の 様 子

      田 中

　
浩

動 物 担 当 学 芸 員
ポ ー タ ー の 活 動 で す 。 山 口市 鴻 ノ 峰 エ リ ア で の 昆 虫 を中 心 と す る 生 物 調 査 、 動 物標 本 の 整 理 ・ 登 録 ・ 公 開 、昆 虫 類 ・ 貝 類 ・ 哺 乳 類 ・ 鳥類 な ど の 標 本 作 製 、 調 査 結果 の ま と め 、 活 動 報 告 で ある 「 サ ポ ち ゃ ん 通 信 」 執 筆

　
山 口 博 物 館 に は 、 博 物 館

の 取 組 に 対 し て サ ポ ー ト 活動 を 行 っ て い た だ く サ ポ ータ ー 制 度 を 設 け て い ま す 。サ ポ ー タ ー の 活 動 は 天 文 ・地 学 ・ 動 物 ・ 植 物 ・ 理 工 の５ 部 門 あ り 、 各 分 野 の 学 芸員 と と も に 標 本 な ど の 収 蔵物 の 整 理 や 登 録 、 採 集 な どの 収 集 活 動 、 教 育 普 及 講 座の 講 師 な ど を 行 い 、 年 間 を通 し て 活 動 し て い ま す 。　
今 回 紹 介 す る の は 動 物 サ

テ ー マ 展  「 動 物 サ ポ ー タ ー の ７ 年 」

2 2 5

や 作 成 を 行 っ て い ま す 。 活動 を 始 め て ７ 年 た ち 、 採 集し 、 標 本 に し た 昆 虫 類 は １７ ０ ０ 種 を 超 え 、 公 開 し た標 本 デ ー タ は ２ 万 ６ 千 点 を超 え て い ま す 。 こ れ ま で の活 動 の 成 果 を 展 示 し た テ ーマ 展 「 動 物 サ ポ ー タ ー の ７年 」 を 、 博 物 館 ３ 階 で

1 2月

1 0日 か ら 開 催 し て い ま す 。
県 立 山 口 博 物 館

昆  虫 ・ 貝  類 ・ 哺  乳  類 ・ 鳥  類  な  ど  の
標 本 類 を 展 示

1 9 1 0

「 つ な が る  ・  創 る

　
共 に 生 き る 未 来 ！ 」

を テ ー マ に 命 と く ら し を守 る 活 動 を 進 め ま す

（  一  財 ）  山 口 県 原 爆 被 爆 者 支 援 セ ン タ ー ゆ だ 苑  へ 、活 動 支 援 と し て

2 0万 円 を 寄 付 い た し ま し た

　
新 年 あ け ま し て お め で と う ご ざ い ま す 。

　
昨 年 は コ ロ ナ 禍 で の 活 動 を 余 儀 な く さ れ

た 一 年 に な り ま し た が 、 皆 様 に は 普 段 の 活動 や 事 業 に ご 理 解 を 賜 り 、 心 よ り 感 謝 申 し上 げ ま す 。　
２ ０ ２ １ 年

1 0月 に は 、 山 口 県 エ シ カ ル 推

進 パ ー ト ナ ー の 第 一 号 に 認 定 さ れ ま し た 。 こ れ は 、 今 ま で 組 合員 の 皆 様 が 、 地 域 と と も に 平 和 や 環 境 を 守 る 活 動 な ど に 取 り 組ま れ て き た 成 果 で あ る と 存 じ ま す 。 こ れ か ら も 、  「 誰 一 人 取 り 残さ な い 持 続 可 能 な 世 界 と 元 気 な 山 口 県 」 の 実 現 に 向 け て 、 皆 様

と 一 緒 に 取 り 組 ん で ま い り ま す 。　
２ ０ ２ ２ 年 の 干 支 は 壬 寅 。 こ の 干 支 は 「 冬 が 厳 し い ほ ど 春 の 芽 吹 き は

生 命 力 に 溢 れ 華 々 し く 生 ま れ る 」 と い う 意 味 が あ る よ う で す 。 Ｗ ｉ ｔ ｈコ ロ ナ の く ら し の 中 に あ っ て も 、 未 来 に 向 け て 生 命 力 に 溢 れ る 事 業 と 活動 を 力 強 く 推 進 す る 年 を 目 指 し て い き ま す 。　
生 協 は 、  「 命 と く ら し を 守 る 組 織 」 で す 。 こ れ か ら も 一 層 、 組 合 員 さ ん

と 役 職 員 が 力 を 合 わ せ て 活 動 を 進 め 、 ２ ０ ３ ０ ビ ジ ョ ン に 掲 げ る 「 つ なが る ・ 創 る

　
共 に 生 き る 未 来 ！ 」 に 向 け 、 コ ー プ フ ァ ン を 広 げ る 取 り 組

み に お 力 添 え い た だ け れ ば 幸 い で す 。　
本 年 も ど う ぞ よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

　
昨 年 の

1 2月

1 8日 、 組 合 員 が 山 口 県

原 爆 被 爆 者 支 援 セ ン タ ー ゆ だ 苑 を 訪れ 、 組 合 員 さ ん か ら 寄 せ ら れ た 「 虹 の平 和 ・ お ま か せ 募 金 」 か ら

2 0万 円 を ゆ

だ 苑 活 動 支 援 と し て 寄 付 し ま し た 。　
ゆ だ 苑 へ の 支 援 活 動 は 、 平 和 を 願

う 組 合 員 の 想 い か ら 、 １ ９ ８ ６ 年 頃よ り 継 続 し て 行 っ て い ま す 。　
ゆ だ 苑 の 坂 本 事 務 局 長 と 、 山 口 県

被 団 協 の 林 会 長 か ら は 、  「 活 動 の 支援 を 続 け て く だ さ る こ と が 嬉 し くて 、 励 み に な り ま す 。 私 た ち も で きる 限 り の 活 動 を し て い き た い と 思 いま す 。 引 き 続 き 応 援 し て い た だ け ます と 幸 い で す 」 と ご 挨 拶 を い た だ きま し た 。　
募 金 に ご 協 力 く だ さ っ た 皆 様 、 誠

に あ り が と う ご ざ い ま し た 。

 周 　 　 年　 山 口 県 立 山 口 博 物 館 が 、 前 進 で あ る 防 長 教 育 博 物 館 （ 後 に 、 山 口 県 立 教 育 博 物 館 ） の 開 館 か ら １ １ ０ 周 年 。 現 在 の 建 物 は 、 １ ９ ６ ７ 年 に 建 て ら れ た 。
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前 回 （ ２ ０ 年 ） の 式 典 の 様 子

※ す  べ  て  の 受 賞 作 品 は 、  サ  ン  デ ー 山 口  ウ  ェ  ブ サ イ ト  （
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）  で も ご 覧  い  た だ け ま す 。

「 ２ ０ ２ ２ 年 新 年 写 真 コ ン テ ス ト 」  受 賞 作 品 紹 介

佳 作  「 み ん な ち が っ て 、  み ん な い い 。  」山 陽 小 野 田 市 の 花 の 海 で 育 て ら れ て い た 、  お 正 月 用 の 葉 牡 丹 を 真 上 か ら 撮 影 し て み ま し た 。  童 謡詩 人 金 子 み す  ゞ  さ ん の  「 私 と 小 鳥 と 鈴 と 」  の  一  節 が 連 想 さ れ ま し た 。  そ ん な 社 会 を 祈 念 し て … 。

撮 影 者 ： 吉 田 崇 宏 さ ん  （ 山 口 市 ）

　
撮 影 日 ： ２ ０ ２ ０ 年

1 2月

1 0日
　 　 　

撮 影 場 所 ： 花 の 海  （ 山 陽 小 野 田 市 ）

 文 　 　 化　 聖 徳 太 子 （ ５ ７ ４ ～ ６ ２ ２ ） の 没 後 １ ４ ０ ０ 年 。 太 子 ゆ か り の 四 天 王 寺 （ 大 阪 市 ） で は ４ 月 ２ ２ 日 （ 金 ） ま で 「 聖 徳 太 子 千 四 百 年 御 聖 忌 慶 讃 大 法 会 」 が 開 催 。

消 防 団 員 に よ る 纏 振 り（ ２ ０ 年 ）

　
山 口 市 消 防 出 初 式 が 、

９ 日  （ 日 ）  午 前 ９ 時 か ら 、県 教 育 会 館 （ 山 口 市 大 手町 ２ ） で 開 か れ る 。　
２ ０ ２ １ 年 は 、 新 型 コ

ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 防止 の た め 、 開 催 が 見 送 ら

れ た 。 そ の た め 、 ２ 年 ぶり の 実 施 と な る 。 だ が 、今 回 も 一 般 観 覧 は 中 止 とし た 。 そ の 代 わ り 、 写 真共 有 ア プ リ 「 イ ン ス タ グラ ム 」 の 山 口 市 消 防 団 公式アカウント （

@

shobodan_119y
mg

） を 通

じ て 、 式 の 様 子 は ラ イ ブ配 信 さ れ る 。　
当 日 は 、 消 防 団 員 、 婦

人 防 火 ク ラ ブ 、 消 防 関 係者 ら 、 約 ２ ８ ０ 人 が 参加 。 式 典 で は 、 伊 藤 和 貴

山 口 市 長 に よ る式 辞 、 河 村 博 次市 消 防 団 長 の 訓示 に 続 き 、 消 防功 労 者 ・ 団 体 が表 彰 さ れ る 。　
続 い て 、 山 口

市 内 の 纏

ま と い

2 2本 が

登 場 し 、  「 纏 振り 」 の 演 技 が 披露 さ れ る 。 纏 とは 、 江 戸 時 代 に火 消 組 が 使 っ てい た 標 具 。 各 組 に よ り さま ざ ま な 意 匠 が 凝 ら さ れて お り 、 纏 を 振 る こ と で消 火 活 動 を す る 組 員 の 士気 を 高 め て い た 。 現 在 では 火 災 現 場 で 用 い ら れ るこ と は な い も の の 、 消 防の 象 徴 と さ れ て お り 、 出初 式 な ど で は 勇 壮 な 演 技を 見 る こ と が で き る 。　
式 典 終 了 後 、

1 0時 か ら

は ア ト ラ ク シ ョ ン 。 まず 、 消 防 士 が 主 役 の 映 画「 バ ッ ク ド ラ フ ト 」  （ １ ９９ １ 年 、 ア メ リ カ ） の テー マ 曲 、 作 曲 家 ・ 三 木 たか し の ヒ ッ ト メ ド レ ー 、東 京 ス カ パ ラ ダ イ ス オ ーケ ス ト ラ の 「 パ ラ ダ イス ・ ハ ズ ・ ノ ー ボ ー ダー 」 の ３ 曲 が 、 山 口 市 消防 音 楽 隊 に よ っ て 演 奏 され る 。 次 に 、 消 防 署 員 によ る 寸 劇 。 防 火 へ の 意 識高 揚 を 呼 び か け る 。　
続 い て 、 シ ン ガ ー ソ ン

グ ラ イ タ ー ・ ち ひ ろ に よる ス テ ー ジ イ ベ ン ト が 繰

り 広 げ ら れ る 。 消 防 音 楽隊 と の 共 演 で 「 湯 田 温 泉に Ｋ Ｏ Ｎ 来 ん ？ 」 と 「 ふる さ と の 風 〜 山 口 市 民 の歌 」 を 、 ソ ロ で 「 私 と 小鳥 と 鈴 と 」  「 明 る い ほ うへ 」 を 歌 う 。　
さ ら に 、 山 口 市 出 身 の

著 名 人 や 、 市 内 幼 稚 園 や保 育 園 に 設 け ら れ て い る「 幼 年 消 防 ク ラ ブ 」 か ら寄 せ ら れ た 消 防 団 応 援 メッ セ ー ジ が 披 露 さ れ る 。　
レ ス ト ラ ン や 仕 出 し 、

寿 司 ・ 弁 当 等 販 売 の い ちや な ぎ （ 山 口 市 旭 通 り２ 、

☎
０ ８ ３

－

９ ２ ４

－

０ ０ １ ４ ） は 、  「 味 の 駅い ち や な ぎ 」 を ８ 日（ 土 ）  に オ ー プ ン さ せ る 。　
総 菜 売 店 を 約 ３ 倍 に 拡

張 。 実 演 ス ペ ー ス （ ガ ラス 張 り の 調 理 室 ） も 設け 、 さ ま ざ ま な 料 理 の 調理 風 景 を 見 学 で き る 。　
オ ー プ ン 初 日 は 、 先 着

１ ０ ０ 人 に 紅 白 も ち が 配布 さ れ る 。 ８ 日 と ９ 日（ 日 ）  の 午 前

1 1時 か ら は 、

マ グ ロ の 解 体 シ ョ ー も 予定 。 刺 身 や に ぎ り 寿 司 にし て 販 売 さ れ る 。

イ  ン  ス  タ  ラ イ ブ 配 信 も

山 口 市 消 防 出 初 式 、  無 観 客 で 開 催

９ 日

売 店  「 味 の 駅 」い ち や な ぎ に 開 店８ 日



2 0 2 2 年 （ 令 和 ４ 年 ） １ 月 ３ 日 ㈪ 　 ４サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口  （ 山 口 版 ）  は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。
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